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研究成果の概要（和文）： 本研究により標準語，九州熊本方言，南琉球宮古島池間方言での促音の音声的，調
音的特徴の一端が明らかになった。標準語の有声促音は無声化する傾向があるが，airflowのパタンも有声の促
音と非促音で類似していた。熊本方言の和語の語中の有声促音の有声区間長は標準語に比べ平均的に長く発話に
よる差も大きかった。池間方言の有声促音は有声が子音区間中継続し，語頭はpre-voicingが長かった。それに
対応しMRIでは有声区間中の咽頭の顕著な拡大がみられた。熊本方言でも咽頭の拡大が見られたがその程度は池
間方言より小さかった。長時間継続する声帯振動は主に咽頭拡大という調音調節により達成される可能性が示さ
れた。

研究成果の概要（英文）： This study clarified some of the phonetic and articulatory features of ‘
sokuon’ in the standard Japanese, Kumamoto dialect, and Ikema dialect of Southern Ryukyuan in 
Miyakojima Island. Voiced sokuon in the standard Japanese tended to be unvoiced, and the airflow 
patterns of voiced and unvoiced sokuon were similar. The duration of the voicing of the voiced 
sokuon of the Kumamoto dialect was longer on average than the standard Japanese, and the difference 
due to utterance was large. The voiced sokuon of the Ikema dialect continued to be voiced throughout
 the consonant, and, word-initially, accompanied by long pre-voicing. Correspondingly, MRI showed a 
significant enlargement of the pharynx during the voiced sokuon. It was suggested that long-lasting 
vocal fold vibration may be achieved by the articulatory adjustment at the pharynx. Pharyngeal 
enlargement was also seen in the Kumamoto dialect, but to a lesser extent than in the Ikema dialect.

研究分野： 人文科学　言語学　音声学

キーワード： 促音　子音　調音　発声　MRI

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 有声促音や無声促音，語頭促音など標準語にないタイプの促音の音響的特徴と，それらをもたらす調音調節と
の対応の一端が明らかにできた。また標準語の促音が無声化した場合の声門開大パタンを例示できた。これらは
MRIやAirflow，ハイスピードカメラ，PGGなどの機器を用いた検討により初めて明らかにできるものである。こ
れらの知見が日本語の方言学に限らず，一般言語学，音声学，音韻論に与える示唆は少なくないと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 促音「っ」は日本語の特殊音素であり幼児や外国語話者には獲得や習得が難しい要素であ
る。促音は他言語の重子音と共通の特徴を持つ一方異なる特性も示す。そのため日本語習得
の観点から促音の音響分析や知覚に関する研究が多くなされてきた。しかし，調音の研究は
比較的少ない。 
 日本語方言の促音の変異として，九州方言の和語の有声促音，南琉球方言の語頭の促音な
ど，一般的な本土方言とは異なる特殊な促音がみられる。しかしそれら特殊な促音の発声，
調音の実態はまだ十分に検討されていない。促音の調音実態を明らかにすることは日本語
の音声，音韻研究上重要と考えられる。特に危機言語である琉球方言の生成資料の収集と分
析は喫緊の課題である。促音の音響的，調音的実態の解明により、日本語の方言音声や音韻
についての知見が得られるだけでなく，幼児の言語獲得や外国人への日本語教育，言語障害
教育への寄与も期待できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は日本語の標準語およびいくつかの方言に見られる促音の音響的，調音的
実態を明らかにすることにある。特に熊本方言など九州方言にある有声の促音(例：「あっど」
「こっご(国語)」)や，南琉球方言に見られる語頭の促音(例：「った(舌)」「っさ(草)」「っざ
(父)」)など特殊な促音について検討した。 
 
３．研究の方法 
 各方言の流暢な話者の音声をデジタル録音し分析した。調音は MRI や Airflow 測定装置，
高速度デジタルカメラによる喉頭観察や Photoglottogram（PGG）など複数の生理学的手法
を用いて分析し，促音の生成特徴と特殊な促音の生成メカニズムを検討した。複数の方言の
生成特徴を比較することにより，促音の言語・方言依存性と普遍性の解明が期待できる。 
 
４．研究成果 

(1) 南琉球池間方言 

 南琉球池間方言の音響分析により 1) 標準語同様，促音は非促音より持続時間が長いこと，

2) 有声促音は，（標準語とは異なり）子音区間が継続して有声であり，語頭の促音では長い

pre-voicing があること，3) VOT は促音が非促音より短いこと，4) 促音に後続する母音は

非促音に後続する母音に比べフォルマント構造が明確な傾向があること，5) 有声摩擦音の

促音は破擦音として実現される傾向があることなどが明らかになった。 

 MRI の分析により 1) 促音の調音的閉鎖・狭窄の時間は非促音に比べ長いこと，2) 語中

の/dd/の（正中矢状断上の）調音的閉鎖のサイズは/d/より長いが，語頭の/tt/-/t/，/ss/-/s/，

/zz/-/z/では一定の傾向がないこと，3) 無声音/t/，/tt/の調音閉鎖のサイズは有声の/d/，/dd/

よりそれぞれ長いのに対し，摩擦音では子音の有声，無声による差が一定でないこと，4) 有

声の促音では咽頭の拡大が見られること，5) 有声の摩擦音は破擦音として発話される傾向

があることが明らかになった。 

 

   
      ss (a)        zz (a) 
図 1  池間方言話者の /ss(a)/と/zz(a)/の調音の違い。有声促音/zz/では無声促音/ss/に比べ
咽頭が拡大している。 
 
 
 



 

(2) 標準語 

 標準語の音響分析では，先行研究で指摘されたように，有声促音が半無声化していること

が確認された。同じ話者の Airflow の分析の結果，非促音は有声と無声でパタンが異なるの

に対し，促音は有声と無声で類似していることが分った。標準語の有声促音の無声化傾向の

生理学的特性が Airflow により示された。 
 

(3) 熊本方言 

 熊本方言の音響分析では，有声促音の子音区間中継続して有声性が保たれる発話や一定

程度無声化する発話があり，発話による差が大きいことが明らかになった。MRI の分析の

結果，有声促音での咽頭の拡大がみられたが，その程度は池間方言話者に比べ小さかった。

有声区間の咽頭の拡大の程度と有声性の継続の程度は一定の相関を持つ可能性があると考

えられる。 
 

(4) 標準語話者の促音の発声特徴についてのハイスピード画像と Photoglottogram（PGG）

の分析の結果，非促音の子音間で母音が無声化した場合（例：「えちち」）声門開大パタンが

単峰性でそのピークが開大の中央付近にあるのに対し，促音と非促音の子音間（例：「えっ

ちち」）では単峰性ではあるがそのピークが開大の後半にあることが確認された。 

 

  

図 2 男性東京方言話者の「えちち」(左)と「えっちち」(右)の PGG の比較。パネル上部が

音声信号，下部が PGG.各パネルは 700ms を表示。 
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